【防水工事業】


職種：施工技能　　職務：施工技能
【概要】

　防水工事について、現場管理職の指示に従い品質や安全に配慮しながら防水施工を遂行する仕事。

【仕事の内容】

　防水工事にはアスファルト防水、シート防水、塗膜防水、セメント系防水、FRP防水、シーリング防水などの防水工法があり、施工箇所の条件に応じて適切な防水工法が仕様として選択される。施工技能は、防水工法の知識・技能を活用し、防水工法に応じて屋上、地下室、水回りの床、外壁などに防水施工をする仕事である。

具体的には、個別の作業現場において作業準備、品質・工程維持、下地作成（元請の場合）、防水施工、仕上げの作業がある。

【求められる知識・経験】

１）建物の防水上の納まりや他職との取り合いなど、建設現場全般の知識が必要であり、職業訓練所や専門学校を出ていると有利である。

２）防水下地、防水材料、防水施工方法などの知識と、防水工法に応じて刷毛さばき、コテさばきヘラさばきなどの技能が要求される。

３）施工箇所や下地の状況から適切な判断ができ、難易度の高い箇所の防水施工、出来映えと効率のよい作業など、次第に技能が磨かれていくことが求められている。

【関連する資格・検定等】

１）防水工事に関連する資格

　　　　○職業能力開発促進法に基づく技能検定
・防水施工技能士（１級、２級）

（資格の対象となる防水工事作業には、アスファルト防水工事作業、合成ゴム系シート防水工事作業又は塩化ビニル系シート防水工事作業、改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業、ウレタンゴム系塗膜防水工事作業又はアクリルゴム系塗膜防水工事作業、セメント系防水工事作業、FRP防水工事作業、シーリング防水工事作業がある。）

　　　　○建設業法に基づく資格（財団法人建設業振興基金実施）　・２級建築施工管理技士（仕上）

　　　　○民間資格（社団法人全国防水工事業協会実施）　・防水施工管理技術者

２）労働安全衛生関連（労働安全衛生法、消防法等に基づく資格）

○財団法人消防試験研究センター実施　・危険物取扱者

○財団法人安全衛生技術試験協会、各地安全衛生技術センター実施　・衛生管理者

○技能講習による資格　・酸素欠乏危険作業主任者　　・有機溶剤作業主任者

・特定化学物質等作業主任者　　・高所作業車技能講習修了者

・小型移動式クレーン運転技能講習修了者　　・玉掛技能講習修了者
・研削砥石特別教育修了者　　・建設用リフト特別教育修了者

・ゴンドラ特別教育修了者　　・職長・安全衛生責任者教育修了者

【平成11年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】
０５　建築・土木・測量技術者　　０５１　建築技術者

７７　建設作業者　　　　　　７７９　その他の建設作業者












































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

